
 

 

牛ウイルス性下痢・粘膜病の発生事例と対応 
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要 約 

 平成(H)25～26年、複数の農場で牛ウイルス性下痢・粘膜病が発生。事例1：H25年3月から10月までに、

A公共牧場へ預託中または下牧後の牛5戸8頭が牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)関与と考える流産、4戸4

頭が持続感染(PI)牛娩出。A牧場内で飼育されていたPI牛から預託牛に感染が拡大したと推察。事例2：H25

年8月、B公共牧場から下牧後の育成牛がPI牛と判明、当該PI牛飼育農場の調査でさらに育成牛2頭がPI

牛。他の農場3戸で、H26年1月までにB牧場からの下牧牛3頭がPI牛娩出。B牧場に預託された初発PI牛

が感染源となり他の預託牛に感染が拡大と考察。事例3：H26年4月、県外転出子牛がPI牛との情報を得て

農場調査。転出子牛はH26年1月生まれ、母牛はH25年6月から10月にC公共牧場へ預託。転出元農場では

別のC牧場下牧牛1頭もH26年 4月にPI牛娩出。C牧場でPI牛から預託牛への感染を疑う。転出元農場の衛

生対策継続中。各事例とも牛の移動及び生産履歴に直接的な接点はなく、それぞれ預託中の公共牧場におけ

る感染が要因と考察。PI牛もしくはPI牛と同居した妊娠牛の移動が農場間伝搬の要因として重要であると再

認識。対応として①BVDV遺伝子検査3事例計24戸252頭、②関連農場の衛生指導、③預託前のワクチン接種

及びBVDV検査の推奨、④バルク乳BVDV検査延べ186件、⑤研修会や広報による啓発等を実施。 

 

1 はじめに 

牛ウイルス性下痢・粘膜病では持続感染牛

(以下 PI 牛)の存在が牛群の感染源となり、生

産性に影響を及ぼすため問題となっている。 

今回、平成 25 年から 26 年に、公共牧場へ

預託した牛(預託牛)で流産や PI 牛の娩出が確

認された 3 つの事例について、その概要と対

応について報告する。  

  

2 事例 1 

(1)発生概要 

平成 25 年 3 月から 5 月に、A 公共牧場で管

内の農場 3 戸からの預託牛 4 頭が流産を起こ

した。その後 5 月、A 公共牧場から下牧した牛

が流産を起こし、胎子の病性鑑定を行ったと

ころ牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)遺伝子

が検出された。 

このことより、A 公共牧場で BVDV の流行が

疑われたため調査を行った。 

(2)調査 

3 月に流産を起こした牛は平成 24 年 5 月に

入牧していたため、5 月以降に管内の農場から

A 公共牧場へ預託された牛 8 戸 42 頭（うち妊

娠牛 8 戸 33 頭）について血清中の BVDV 遺伝

子検査を行った。また、下牧後に分娩または

流産した牛については子牛の BVDV 遺伝子検査

を行った。 

(3)調査結果 

預託牛 42 頭は全て BVDV 遺伝子陰性であり、

PI 牛は確認されなかった。 

妊娠牛のうち BVDV が関与したと考える流産

が 5 戸 8 頭、PI 牛を娩出した牛が 4 戸 4 頭確

認された。この 12 頭の牛について、妊娠期間

と預託期間の関係を図 1 に示した。後日 A 公

共牧場で飼育されていた牛の中に PI 牛が確認

され、この PI 牛との同居期間が妊娠期間に重

なった。 

 



 

 

3 事例 2 

(1)発生概要 

平成 25 年 8 月に、管内の農場で 1 頭の PI

牛が確認された。当該牛は平成 24 年 7 月生ま

れ、平成 25 年 6 月から B 公共牧場に預託され

て下牧直後であった。 

当該 PI 牛の母牛を含めた預託元農場及び B

公共牧場の BVDV 感染状況確認のため調査を行

った。 

(2)調査 

預託元牧場では、搾乳牛 59 頭はバルク乳

BVDV 遺伝子検査を実施、育成牛及び乾乳牛は

血清 BVDV 遺伝子検査を行った。また、8 月以

降娩出された子牛 23 頭について血清 BVDV 遺

伝子検査の追跡調査を行った。 

B 公共牧場には他に 8 戸 28 頭(うち妊娠牛 4

戸 9 頭)の牛が PI 牛と同時に預託されていた。

下牧後に預託牛全頭と、娩出子牛の血清 BVDV

遺伝子検査を行った。 

(3)調査結果 

預託元農場ではバルク乳検査は陰性で搾乳

牛の中に PI 牛は確認されなかったが、隣接す

る牛房に飼育されていた育成牛の中に、初発

PI 牛以外に 2 頭の PI 牛が確認された。農場に

は平成 25 年に計 3 頭の PI 牛が育成されてい

たことになる。また、子牛について PI 牛は確

認されなかった。 

B 公共牧場預託牛 8 戸 28 頭は全て BVDV 遺伝

子陰性であり、PI 牛は確認されなかった。そ

のうち妊娠牛 4 戸 9 頭について、平成 24 年か

ら 26 年にかけて青色で預託期間、点線で妊娠

期間を図 2 に示したが、平成 25 年 9 月から 26

年 1 月にかけて生まれた子牛のうち 3 戸 3 頭

が PI 牛と確認された。 

 

4 事例 3 

(1)発生概要 

平成 26 年 4 月 、管内の酪農家から県外へ

転出した子牛が PI 牛と確認された。当該牛は

平成 26 年 1 月生まれ、母牛は平成 25 年 4 月

に AＩ実施後、C 公共牧場に預託されていた。 

当該 PI 牛の転出元農場及び他の農場で C 公

共牧場から下牧した子牛について調査した。 

(2)調査 

転出元農場には C 公共牧場預託牛が 16 頭

(預託時は全て妊娠中)おり、それらの牛を含

めた 18 頭と、4 月以降娩出された子牛 5 頭、

及び同居牛の娩出子牛 25 頭(平成 27 年 1 月時

点)について血清 BVDV 遺伝子検査を行った。4

月以前に娩出された子牛については転出済み

であったため検査は行えなかった。農場全体

ではバルク乳 BVDV 遺伝子検査を実施した。 

また、他の農場 6 戸に C 公共牧場預託牛が 8

頭(預託時は全て妊娠中)おり、これらの牛の

血清 BVDV 遺伝子検査を行った。しかし 4 月の

調査時には 8 頭とも全て分娩済みで、娩出子

牛も転出済みであったため検査は行えなかっ

た。 

(3)調査結果 

転出元農場の預託牛 16 頭は全て BVDV 遺伝子

陰性であり、PI 牛は確認されなかったが、4

月に娩出された子牛 1 頭が PI 牛と確認された。

同居牛の娩出子牛及びバルク乳検査は陰性で

あった(図 3)。転出元農場の衛生対策は継続中

である。 

他の農場6戸のC公共牧場預託牛8頭はBVDV

遺伝子陰性であった。 

 

5 3 事例の比較と感染原因の考察 

3 事例について疫学的な関連を調べた。(表

1) 

 感染原因については、 

事例 1 では A 公共牧場に PI 牛がいたことが

分かっておりその牛が感染源と推察された。 

事例 2 では B 公共牧場に預託された初発 PI

牛が感染源となり他の預託牛に感染したと考

察された。 

事例 3 では C 公共牧場に PI 牛がいたかどう

か確認は取れなかったが、転出先農場の PI 牛

の母牛は預託時に BVDV に感染したと予想され

るため、C 公共農場で何らかの感染原因があっ

たと推察された。 

各事例とも発生時期、預託先公共牧場が異

なり、分離されたウイルス株も異なった。牛



 

 

の移動及び生産履歴に直接的な接点はなく、

それぞれ預託中の公共牧場における感染が要

因と考察された。 

 

6 対応 

 (1)BVDV 遺伝子検査 

農場の BVDB 感染状況調査として行った遺伝

子検査は、預託牛及び同居牛、娩出子牛等 3

事例で計 24 戸 252 頭だった (表 2) 。 

(2)関連農場の衛生指導 

PI牛が確認された農場ではPI牛が飼育され

ていた牛舎の消毒を実施した。 

下牧牛の分娩に際しては、万が一娩出子牛

がＰＩ牛である場合を想定した。事前に同居

牛への感染を防ぐ目的で不活化ワクチン接種、

分娩時、搾乳牛舎とは別牛舎での隔離分娩、

防護服や手袋の着用、母牛の牛体や分娩場所

等の消毒、検査結果が出るまでの子牛の隔離

等を指導した。 

(3)公共牧場預託前のワクチン接種及び BVDV

検査の推奨 

いずれの事例も預託先の公共牧場での感染

が考えられたため、公共牧場での BVDV 感染拡

大を防止する目的で預託前のワクチン接種及

び BVDV 検査を推奨した。 

B 公共牧場 では平成 26 年度から入牧前の

BVDV 検査を全頭実施し、陰性の牛のみ受入し

ている。また、入牧前適正時期のワクチン接

種を徹底してもらうとともに、伝染病への理

解を深め衛生面での意識向上を図っている。 

(4)バルク乳 BVDV 検査 

農場の清浄性確認のためのスクリーニング

として有効であるバルク乳 BVDV 検査を酪農生

産性向上対策事業で実施した。平成 26 年度は

春と秋の 2 回、延べ 186 件実施した。そのう

ち BVDV 遺伝子陽性が 1 件あったが、農場の確

認検査を実施したところ全頭陰性だった。 

(5)研修会や広報による啓発等 

PI牛によるBVDV感染防止の重要性を理解し

てもらうため、研修会や広報による啓発を行

った。研修会は平成 26 年 2 月に実施し、飼養

者ほか 48 名が参加した。 

 

7 まとめ 

平成 25 年から 26 年に、3 か所の公共牧場が

関係する BVDV 感染が発生した。3 つの事例に

ついてはそれぞれ関連がなくそれぞれ預託中

の公共牧場における感染が要因と考察された

が、2 年程の間に BVDV が関与したと考える流

産が 5 戸 8 頭、PI 牛が 9 戸 12 頭確認され、PI

牛もしくは PI 牛と同居した妊娠牛の移動が農

場間伝搬の要因として重要であると再認識し

た。 

事例 2 及び 3 の初発農場、すなわち PI 牛の

存在に気付かず長期間飼育していた農場では、

農場の全頭検査を実施し、子牛の追跡検査は

長期にわたり、またスクリーニングのための

バルク乳検査も数回行い、清浄性の確認に多

くの労力を必要としたため、BVDV の農場への

侵入防止が重要であることを再確認した。 

今回 BVDV の農場侵入を防ぐための対応を行

ったが課題もいくつか挙げられる。 

バルク乳による農場のモニタリングは血液

を用いることに比べ採材が簡素であり有効だ

と考えるが、BVDV については法律上の定期検

査がないため、検査費用は全て農家の負担と

なり理解が得られないことがありうる。 

ワクチン接種については適正プログラムで

のワクチネーションが重要だが、預託牛は入

牧前ぎりぎりで決められることも多くあり、

預託のタイミングで必ずしも効果的な接種時

期にならない場合が考えられた。 

疾病発生等の情報共有は導入牛及び預託牛

の衛生対策上重要であるが、預託農場が限ら

れる中では風評被害が起こりうる等個人情報

の問題がある。 

公共牧場への預託は育成牛の管理省力化、

繁殖管理の効率化等メリットが大きいため、

今後も継続していく必要がある。反面 妊娠

牛が集約され感染拡大の場となる可能性もあ

るため、BVDV の農場への侵入、PI 牛による常

在を防ぐ取り組みが今後も重要である。 

 

 



 

 

 

図 1  A 公共牧場預託牛の状況 

 

預託預託預託預託

牛牛牛牛

農農農農

場場場場

5555 6666 7777 8888 9999 10101010 11111111 12121212 1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999 10101010

1111 aaaa ▼▼▼▼ ××××

2222 bbbb ▼▼▼▼ ××××

3333 cccc ▼▼▼▼ ××××

4444 bbbb ▼▼▼▼ ××××

5555 dddd ▼▼▼▼ ××××

6666 eeee ▼▼▼▼ ××××

7777 cccc ▼▼▼▼ ××××

8888 bbbb ▼▼▼▼ ●●●●

9999 cccc ▼▼▼▼ ●●●●

10101010 aaaa ▼▼▼▼ ●●●●

11111111 eeee ▼▼▼▼ ××××

12121212 ffff ▼▼▼▼ ●●●●

事例事例事例事例 1111

▼：▼：▼：▼：ETETETET ××××：流産：流産：流産：流産 ●：●：●：●：PIPIPIPI牛娩出牛娩出牛娩出牛娩出：：：：AAAA牧場預託期間牧場預託期間牧場預託期間牧場預託期間

H24H24H24H24 H25H25H25H25

預託牛預託牛預託牛預託牛((((妊娠牛・妊娠牛・妊娠牛・妊娠牛・BVDVBVDVBVDVBVDV関与関与関与関与))))

月

：妊娠期間：妊娠期間：妊娠期間：妊娠期間

PIPIPIPI牛同居期間牛同居期間牛同居期間牛同居期間

 

図 1  A 公共牧場預託牛の状況 

 

下牧下牧下牧下牧

牛牛牛牛

農農農農

場場場場
12121212 1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999 10101010 11111111 12121212 1111

1111

jjjj ▼▼▼▼ 〇〇〇〇

2222

iiii ▼▼▼▼ 〇〇〇〇

3333

llll ▼▼▼▼ ◇◇◇◇

4444

jjjj ▼▼▼▼ ●●●●

5555

kkkk ▼▼▼▼ 〇〇〇〇

6666

kkkk ▼▼▼▼ 〇〇〇〇

7777

llll ▼▼▼▼ 〇〇〇〇

8888

iiii ▼▼▼▼ ●●●●

9999

kkkk ▼▼▼▼ ●●●●

関連関連関連関連預託預託預託預託牛牛牛牛((((妊娠牛妊娠牛妊娠牛妊娠牛 4444戸戸戸戸))))

▼▼▼▼：：：：ETETETETまたはまたはまたはまたはAI AI AI AI ●：●：●：●：PIPIPIPI牛娩出牛娩出牛娩出牛娩出

〇〇〇〇：正常：正常：正常：正常分娩分娩分娩分娩 ◇：流産（◇：流産（◇：流産（◇：流産（BVDVBVDVBVDVBVDV関与なし）関与なし）関与なし）関与なし）：：：：BBBB牧場預託期間牧場預託期間牧場預託期間牧場預託期間

H24H24H24H24 H25H25H25H25 H26H26H26H26

月

：妊娠期間：妊娠期間：妊娠期間：妊娠期間

3333戸戸戸戸3333頭頭頭頭

PIPIPIPI牛娩出牛娩出牛娩出牛娩出

事例事例事例事例 2222

PIPIPIPI牛同居期間牛同居期間牛同居期間牛同居期間

 

図 2   B 公共牧場預託牛の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 



 

 

 

図 1  A 公共牧場預託牛の状況 

 

4444 6666 10101010 1111 2222 4444 6666 7777 9999 12121212 1111

PIPIPIPI牛①牛①牛①牛① ((((転出転出転出転出))))
△△△△ ●●●● ◎◎◎◎

PIPIPIPI牛②牛②牛②牛②
△△△△ ●●●●

追跡調査追跡調査追跡調査追跡調査

下牧牛子牛下牧牛子牛下牧牛子牛下牧牛子牛

同居牛子牛同居牛子牛同居牛子牛同居牛子牛((((頭頭頭頭))))

9999 5555 4444 6666 6666

下牧牛・同居牛下牧牛・同居牛下牧牛・同居牛下牧牛・同居牛((((頭頭頭頭))))
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バルク乳バルク乳バルク乳バルク乳 ---- ---- ----

転出元農場転出元農場転出元農場転出元農場

子牛子牛子牛子牛 2222頭頭頭頭

PIPIPIPI牛牛牛牛

H25H25H25H25 H26H26H26H26 H27H27H27H27

(11(11(11(11頭頭頭頭 転出済転出済転出済転出済))))

月

●：●：●：●：PIPIPIPI牛娩出牛娩出牛娩出牛娩出 ◎：◎：◎：◎：PIPIPIPI牛診断牛診断牛診断牛診断
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事例事例事例事例 3333

((((結果：陰性結果：陰性結果：陰性結果：陰性))))

CCCC牧場牧場牧場牧場

 

図 3  PI 牛転出元農場の状況 

 

 

表 1    

事例事例事例事例 1111 事例事例事例事例 2222 事例事例事例事例 3333

初発初発初発初発

H25.5H25.5H25.5H25.5 H25.8H25.8H25.8H25.8 H26.4H26.4H26.4H26.4

流産胎子流産胎子流産胎子流産胎子 預託預託預託預託PIPIPIPI牛牛牛牛 転出転出転出転出PIPIPIPI牛牛牛牛

調査戸数調査戸数調査戸数調査戸数 8888戸戸戸戸 9999戸戸戸戸 7777戸戸戸戸

発生発生発生発生

頭数頭数頭数頭数

PIPIPIPI牛牛牛牛 4444戸戸戸戸4444頭頭頭頭 4444戸戸戸戸4444頭頭頭頭 1111戸戸戸戸2222頭頭頭頭

流産流産流産流産 5555戸戸戸戸8888頭頭頭頭 ---- ----

分離ｳｲﾙｽ株分離ｳｲﾙｽ株分離ｳｲﾙｽ株分離ｳｲﾙｽ株 1c1c1c1c 1b1b1b1b 未検査未検査未検査未検査

原因原因原因原因

AAAA牧場の牧場の牧場の牧場の

PIPIPIPI牛から牛から牛から牛から

感染感染感染感染

BBBB牧場で初発牧場で初発牧場で初発牧場で初発

農場の農場の農場の農場のPIPIPIPI牛牛牛牛

から感染から感染から感染から感染

CCCC牧場で牧場で牧場で牧場で

感染感染感染感染

(PI(PI(PI(PI牛牛牛牛?)?)?)?)

3事例の比較

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 



 

 

 

図 1  A 公共牧場預託牛の状況 

 

 

表 2 

BVDVBVDVBVDVBVDV遺伝子検査遺伝子検査遺伝子検査遺伝子検査

事例事例事例事例 1111 事例事例事例事例 2222 事例事例事例事例 3333

農場農場農場農場

関連関連関連関連

8888戸戸戸戸

預託元預託元預託元預託元

関連関連関連関連

8888戸戸戸戸

転出元転出元転出元転出元

関連関連関連関連

6666戸戸戸戸

実施実施実施実施

時期時期時期時期

H25.5H25.5H25.5H25.5

～～～～H26.12H26.12H26.12H26.12

H25.8H25.8H25.8H25.8

～～～～H26.11H26.11H26.11H26.11

H25.8H25.8H25.8H25.8

～～～～H26.1H26.1H26.1H26.1

H26.4H26.4H26.4H26.4

～～～～H27H27H27H27

H26.4H26.4H26.4H26.4

遺遺遺遺

伝伝伝伝

子子子子

検検検検

査査査査

頭頭頭頭

数数数数

成牛成牛成牛成牛42424242

子牛子牛子牛子牛39393939

成牛成牛成牛成牛53535353

((((全頭全頭全頭全頭))))

子牛子牛子牛子牛23232323

成牛成牛成牛成牛28282828

子牛子牛子牛子牛 9999

成牛成牛成牛成牛20202020

((((全頭全頭全頭全頭))))

子牛子牛子牛子牛30303030

成牛成牛成牛成牛8888

バルクバルクバルクバルク

乳乳乳乳

各各各各1111回回回回 4444回回回回
未実施未実施未実施未実施

3333回回回回
未実施未実施未実施未実施

計計計計 24242424戸戸戸戸 252252252252頭頭頭頭

成牛：預託牛、同居牛成牛：預託牛、同居牛成牛：預託牛、同居牛成牛：預託牛、同居牛

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 


